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野
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は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
裾
野
女
性
部
の
活
動

の
主
な
も
の
と
し
て
レ
ク
ダ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
主
催
に
よ

る
年
２
回
の
合
同
練
習
の
ほ
か
、
東
部
地

区
の
各
市
町
と
の
交
流
練
習
も
年
4
回
ほ

ど
行
い
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
流
練
習
は
女
性
部
の
田
中
タ
マ

子
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
各
市
町
と
調
整
を
行
い
各
地
で
実
施

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
練
習
は
新
し

い
曲
が
多
く
、
覚
え
た
こ
と
を
持
ち
帰
り

各
市
町
で
練
習
を
す
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
裾
野
市
と
し
て
の
練
習
は
、
女
性

を
中
心
と
し
て
月
に
2
〜
3
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
毎
回
80
名
程
度
が
参
加
す
る
の

で
練
習
場
は
一
杯
で
、
み
ん
な
が
ス
ム
ー

ズ
に
練
習
出
来
る
よ
う
に
段
取
り
に
は
大

変
気
を
使
う
そ
う
で
す
。
た
だ
残
念
な
の

が
男
性
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
。「
近

隣
の
沼
津
市
で
は
男
性
の
参
加
者
が
と
て

も
多
く
、
自
分
た
ち
も
男
性
の
参
加
者
を

心
の
架
け
橋
に
な
る
活
動
を
目
指
し
て

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
田
中
さ
ん
は

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ク
ダ
ン
ス
練
習
を
、
み
ん
な
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
の
練
習
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
の
場
と
し
て
も

大
変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
顔

を
合
わ
せ
て
一
緒
に
手
を
取
っ
て
踊
り
、

休
憩
時
間
に
お
話
し
を
し
て
交
流
を
深
め

て
仲
良
く
な
る
、
新
た
な
友
人
を
こ
こ
で

得
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ

の
レ
ク
ダ
ン
ス
練
習
へ
の
参
加
を
通
じ
て

入
会
さ
れ
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

1
月
の
高
齢
者
い
き
い
き
創
造
ひ
ろ
ば

で
は
、
地
元
裾
野
市
市
制
施
行
40
周
年
記

念
ソ
ン
グ
「
わ
が
街
す
そ
の
」
を
披
露
す

る
そ
う
で
す
。
こ
の
曲
を
振
り
付
け
し
た

の
は
田
中
さ
ん
。
み
ん
な
で
一
生
懸
命
練

習
を
す
る
中
で
「
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を

の
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
月
一
回

発
行
の
「
笑
顔
の
会
話
・
友
愛
ポ
ス
ト
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
東
地
区
女
性

部
に
よ
る
も
の
で
、
地
域
の
声
を
集
め
た

手
作
り
会
報
紙
で
す
。
こ
の

会
報
紙
は
友
愛
訪
問
の
時

に
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
地
域
で
の
連
帯
感
・
心

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
た

活
動
で
、
笑
顔
溢
れ
る
楽
し

い
ク
ラ
ブ
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

輝
い
て
い
ま
す
　
今
!

シニアクラブ浜松市（写真提供）

はままつフラワーパーク
　桜やバラ、花壇を彩る季節の草
花など、四季折々の花と緑が美し
い公園です。水と音楽が調和した
噴水ショーが人気の噴水池や園内
を走る「フラワートレイン」など
があり、のんびり楽しめる憩いの
場所です。

練習終了後、みんなで記念撮影

新しい曲を練習します
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謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族

お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
本
会
の
事
業
推
進
に
あ
た
り
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
全
国
各
地

で
、
観
測
史
上
初
め
て
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
「
集
中
豪
雨
」
が
猛
威

を
振
る
っ
た
り
、
御
嶽
山
の
噴
火

な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
や
犠

牲
者
を
出
す
な
ど
、
気
象
や
自
然

界
の
力
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を
、
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
昨
年
か
ら
、
全

国
一
斉
に
「
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
各
地
で
様
々
な
取

り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
私
た
ち
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静

岡
県
で
も
「
プ
ラ
ス
ふ
じ
さ
ん

（
２
２
３
）
作
戦
を
成
功
さ
せ
よ

う
!
」
計
画
の
も
と
、
5
年
間
で

２
万
２
千
３
０
０
人
の
会
員
増
を

目
指
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

是
非
、
会
員
の
皆
様
、
お
一
人

お
ひ
と
り
が
、
身
近
に
い
る
仲
間

を
ク
ラ
ブ
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、

目
標
達
成
に
努
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

本
年
、
10
月
28
日
・
29
日
の
両

日
に
は
、
静
岡
市
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

に
お
い
て
、
第
44
回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
千
数
百
人
の
方
々
が
来
静
さ
れ

ま
す
。

　

本
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
で
あ
り
、
各
市
町
連
合
会

か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様

方
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
健
康

長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
身

と
も
に
健
康
で
、
元
気
あ
ふ
れ
る

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
各

人
が
着
実
に
行
動
し
、
共
に
手
を

携
え
て
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
に
対
す
る
皆
様
方
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
に
と
っ
て
、
本
年
が
実
り
多
い
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

会
員
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
を

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県　

会
長　

松
本 

庄
次
（
藤
枝
市
）

②「町内 3 小学校との交流」
【主催者】学校・ＰＴＡ
【事業内容】各校担当教師
　清水小　3 年生対象
　　　　　「昔の生活と遊び」
　清水南小　「ドリームザワールド」
　清水西小「サタデイパーク」

【反　省】児童たちと同じ目線で、遊
び紹介コーナーを用意する。風車製
作、竹トンボ遊びが好評。

①「チャレンジキッズ」
【主催者】清水町文化協会
【事業内容】「昔の遊び」
　身近な伝えたい昔の遊びは、福笑
い・双六・めんこ・お手玉・陣取り・
こま・風車・竹トンボ等

【参加者】町内希望者 50 名
　　　　　（小学校 4 年生以下）

【場　所】町地域交流センター
【反　省】遊びの範囲が広いので、
女性部理事まで動員。文化協会に所
属する子弟もおり、整然と順番を守
り、夢中で遊ぶ姿が見られた。

　少子高齢・核家族
社会の現代、世代間
交流は重要である。
人 間 が そ れ な り に
成長するには、世代
間 同 士 の そ れ な り

の教育力が必要である。
　そこで楽しく遊ぶだけにとどまらず、シニアと
して培ってきた経験・知識、技術をこの活動にど
う 活かし得たか、伝え得たかを基本に据えない
と単なる「遊び」に終わってしまいます。

③「町内 4 保育所訪問」
【主催者】保育園
【事業内容】プレゼント持参
　　　　　　（菓子５００袋）
　園児と遊戯・体操・歓談
　清水保育所　中央保育所
　南保育所　しいのき保育所

【感想】園児は、抱擁だっこ等、
肌のぬくもりに安心感を生む。

④「町内 3 小学校留守家庭児童」
【主催者】社会福祉協議会
【事業内容】遊びのお手伝い
【感想】社協の要請で始めたばかり。放課
後の過ごし方を、体力面から取り組む予定。

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン 早めから つけるライトで 消える事故

実 施 事 業
清水町シニアクラブ連合会　会長　古屋　喜久

シニアの力を地域で活かす !! ふじさんっ子応援隊の活動報告

　「ふじさんっこ応援隊」は、子育て
の安心感の醸成のため、子育て中の

方々に「子ども・子育てを応援する “ ふじのくに ”」
を見えやすいものとするものです。
　また、子育て支援に取り組む団体、企業や行
政等が、相互理解を一層深め合うことで、それ
ぞれの特色を活かした活動上の協力・連携をさ
らに拡げていくことを目的としています。

ふじさんっこ応援隊とは？
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平
成
26
年
11
月
13
日
～

14
日
に
大
分
県
別
府
市
に

お
い
て
、
第
43
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
松
本

会
長
以
下
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
日
の
活
動
交
流
部
会

で
は
、
3
つ
の
部
会
で
、

芸
能
発
表
や
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
・
会
員
増
強
に
係
る
活
発
な
意
見
が
交
換
さ

れ
、
2
日
目
の
式
典
で
は
、
講
演
や
全
老
連
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
老
連
会
長
表
彰
受
賞
者
（
本
県
関
係
）

　

○
育
成
功
労
者
表
彰

　
　

松
本　

庄
次
（
県
連
合
会
長
・
藤
枝
市
会
長
）

　
　

清　
　

利
夫
（
富
士
宮
市
会
長
）

　
　

斉
藤　

妙
子
（
県
連
合
会
前
評
議
員
・
沼
津
市
）

　

○
優
良
ク
ラ
ブ
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　

三
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

瀬
古
３
か
た
ら
い
会
（
藤
枝
市
）

　
　

大
和
会
（
袋
井
市
）

◇
今
秋
、本
県
で「
第
44
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

　

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
日　

平
成
27
年
10
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

　

会　

場　
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」（
静
岡
市
駿
河
区
）

　

内　

容　

活
動
交
流
部
会
（
芸
能
発
表
等
3
部
会
）

　
　
　
　
　

講
演
・
式
典

　

な
お
、
２
日
目
午
後
に
「
平
成
27
年
度
高
齢
者

い
き
い
き
創
造
広
場
」
を
開
催
。
県
内
各
市
町
か

ら
も
多
く
の
会
員
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会員増強運動　プラスふじさん（２２３）作戦を成功させよう!!

県内では、各市町連合会ごとに、「会員加入促進行動プラン」を作成し、それぞれ
具体的な運動を展開しています。あなたも、是非、この運動に参画して下さい。

○自治会や他団体との連携はできていますか？
○地域や自治会主催の行事等に参画していますか？
○従来方式にとらわれず活動や運営方法に柔軟性がありますか？
○若手や女性を積極的に登用して後継リーダーを養成していますか？
○活動を会員はもとより非会員や地域にＰＲしていますか？
○体験参加を呼びかける活動はいくつありますか？
○会員全体で地域の未加入者に勧誘活動をしていますか？
○リーダーの役割分担、会員との協力体制は十分ですか？
○新会員に誇れるクラブのセールスポイントはありますか？
○会員の意向を反映していますか？

　シニアクラブは、これまで「健康・友愛・奉
仕」のスローガンのもと、各地域で様々な活動

を展開し、高齢者の健康づくりや地域づくりに大きな貢献
をしてまいりました。
　しかし、県内でのピーク時会員数 24 万人余が、今年度

5年間で2万2千３００人の会員増を目指そう
年間一クラブ２人純増（5年間で10名）で目標達成!!

趣 旨

老人クラブが目指すもの
（基本理念）

生きがいづくり

趣味・文化
レクリエーション等

健康づくり

健康学習・運動
体力測定等

仲間づくり

例会・声掛け・友愛
親睦・旅行等

地域づくり

環境美化・リサイクル
ボランティア・世代交流等

クラブ自己点検のすすめ
会員増強に成功した事例から学びましょう！

13 万人余に減少、さらに会員の高齢化（80 歳以上が 48％） 
などにより、クラブ活動の将来が危惧されています。
　一人でも多くの高齢者の皆さんに、「シニアクラブ」を
知ってもらい、活動の輪に参画していただくために、今年
度から会員加入促進運動を展開することとしました。

運 動 目 標

具 体 的 な 活 動 例

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン 自転車の 五則守って ふむペダル

運動項目 成功のポイント

勧誘から始めよう！
会員一人ひとりが
勧誘の担い手です

○ 「誘われたことがない」高齢者が多い。「まず、誘うこと」。
○ 会員一人ひとりが周辺の高齢者や高齢者予備軍に声掛けを。
　 「高年は高年に」「女性は女性に」「若手は若手に」が効果的

クラブをＰＲしよう！
知られていますか、

あなたのクラブ

○ クラブの情報が地域住民にも届くように。
○ 自治会活動にも積極的に参加してクラブの存在をＰＲ。
○ 口コミ、チラシ、会報等を創意工夫してＰＲ。

クラブをつくろう！
( 魅力あるクラブへ )

すべての地域に
クラブの設置を

○ 自治会と連携して未設置地域にクラブをつくろう。
○ 高齢者の意識も多様化、新しいタイプのクラブを考えよう。
　・趣味、文化活動等を中心にした組織づくり
　・環境、子育て、生活支援等のボランティア活動
　・年齢によって「若手クラブ」と「高齢クラブ」に分けて活動
　・単位クラブの枠を超えた活動、非会員も参加する活動 など

活
動
交
流
部
会
に
て
意
見
交
換
行
う

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
大
分
県
大
会
）
に
参
加
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈西部版〉

　

私
た
ち
の
地
区
連
合
会
は
、
浜
松
市

の
東
南
端
、
天
竜
川
の
河
口
に
あ
る

河
輪
小
学
校
区
で
、
5
単
位
ク
ラ
ブ

２
９
５
名
で
す
。
う
ち
4
ク
ラ
ブ
は
こ

こ
5
年
以
内
の
新
設
ま
た
は
再
発
足

で
、
連
合
会
と
し
て
の
活
動
は
ま
だ
端

緒
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
日
常
的
活
動
は
各
単
位
ク
ラ

ブ
の
工
夫
に
任
せ
、
地
区
と
し
て
の
連

帯
感
、会
員
交
流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

2
ヶ
月
に
1
回
の
会
長
連
絡
会
議
で
、

共
通
問
題
の
意
見
・
情
報
交
換
、
共
同

事
業
開
催
を
進
め
て
き
ま
し
た
。（
地

区
予
算
ゼ
ロ
、
開
催
の
都
度
必
要
経
費

を
徴
収
）

　

最
初
に
共
同
バ
ス
ツ
ア
ー
（
日
帰

り
）
を
立
ち
上
げ
、
一
昨
年
は
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
、
昨
年
は
富
士
宮
浅
間
神
社
や

三
保
の
松
原
な
ど
世
界
遺
産
富
士
山
の

構
成
遺
産
巡
り
と
、
話
題
性
を
考
え
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
地
元
遠
州
灘
海
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
計
画
、
3
回
目
の
昨
年
は
40
名

程
の
参
加
者
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま

し
た
。

　

更
に
、
念
願
の
レ
ク
ダ
ン
ス
を
呼
び

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉
女
性
部
は
楽
し

い
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
目
標

に
、
長
泉
音
頭
と
折
り
紙
の
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
じ
て
地
域
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
長
泉
音
頭
サ
ー
ク
ル
は
町
制

25
周
年
記
念
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
郷
土
芸
能
と
し
て
町
の
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
百
余
名
で
参
加
し
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
音
頭
の
練
習
で

は
頭
と
体
を
動
か
し
、
い
き
い
き
と
練

習
し
、休
憩
時
間
に
は
話
に
花
が
咲
き
、

笑
い
あ
り
、
と
て
も
賑
や
か
で
す
。
気

軽
に
全
身
を
動
か
し
介
護
予
防
や
認
知

症
予
防
に
も
な
る
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
県
女
性
委
員
会
で

推
進
し
て
い
る
レ
ク
ダ
ン
ス
も
、
練
習

日
を
増
や
す
ほ
ど
好
評
で
す
。

か
け
た
と
こ
ろ
、
発
起
人
の
熱
意
も
加

わ
り
最
初
か
ら
30
余
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
意
を
強
く
し
ま
し
た
。
殊
に
地
区

内
で
唯
一
ク
ラ
ブ
未
結
成
の
町
の
方
か

ら
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、「
こ
れ
を

機
に
ク
ラ
ブ
結
成
を
」
と
呼
び
か
け
を

始
め
ま
し
た
。

　
『
み
ん
な
で
楽
し
く
、
体
を
動
か
す

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
』
を
合
言
葉
に
、

一
歩
ず
つ
地
区
内
交
流
の
輪
を
広
げ
、

新
会
員
獲
得
活
動
に
も
活
か
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン はんしゃざい ぼくの近くの 一番星

2015年 日本発着クルーズ2015年 日本発着クルーズ2015年 日本発着クルーズ

スタッフ一同、まごころ込めて、
信頼のサービスで旅のお手伝いをいたします

TEL（054）268-5455 FAX（054）257-5566

静岡県老人クラブ連合会指定業者
全国旅行業協会正会員　静岡県知事登録2-520号
〒421-0131 静岡県静岡市駿河区手越原107-10

他コースや詳細については詳しいパンフレットを郵送させていただきます。

 TEL 053-478-2000観光庁登録旅行業304号 日本旅行業協会正会員

2015年6月24日（水）～6月28日（日）　　神戸発
気軽に韓国・釡山！　ショ－トクル－ズ5日間　旅行代金79,000円～

日本発着クルーズ2年目 !　ダイヤモンド・プリンセス日本発着クルーズ2年目 !　ダイヤモンド・プリンセス日本発着クルーズ2年目 !　ダイヤモンド・プリンセス

2015年7月3日（金）～７月8日（水）　　横浜発
韓国･釡山と長崎！　ショ－トクル－ズ6日間　旅行代金99,000円～

※基本の食事代、
宿泊費、移動代、
エンタ－テイメン
ト代が全て含ま
れています。

5 泊 6日
69,000円～
全食事付き

5泊 6日
69,000円～
全食事付き

地
域
内
交
流
推
進　

み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市　

河
輪
地
区
連
合
会　

会
長　

仲
田　

宗
雄

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

様
々
な
活
動
で
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
を

　
　
　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
泉　

女
性
部
長　

稲
村　

昌
子行事に参加をして「長泉音頭」を披露して

シニアクラブのＰＲを行います

ウォーキング大会で健康づくり
回を重ねるごとに参加者が増えています
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈西部版〉

　

支
え
合
い
活
動
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
、
定

型
化
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
社
会
か
ら
孤
立
し
た
状
況
が
長
く

続
く
と
、
誰
と
も
会
話
を
し
な
い
日
が

多
く
、
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
が
少
な

②
地
域
内
の
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

　

を
指
定
日
の
午
後
1
時
間
程
度
実
施

　

す
る

③
徒
歩
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
巡
回
活
動

　

を
重
視
し
て
「
街
頭
犯
罪
発
生
の
未

　

然
防
止
に
寄
与
す
る
」

④
通
学
路
で
の
下
校
時
間
帯
に
お
け
る

　

見
守
り
活
動
及
び
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル

⑤
活
動
す
る
際
は
、
定
め
ら
れ
た
服
装

　

で
実
施
し
、
拠
点
所
に
の
ぼ
り
旗
掲
出

※
瀬
古
3
か
た
ら
い
会
は
、
26
年
度
優
良

ク
ラ
ブ
と
し
て
全
老
連
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

く
な
っ
た
り
、
困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る

人
が
い
な
い
、
生
き
が
い
を
喪
失
し
た

り
、
日
常
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
不
安
な
日

を
心
温
か
い
日
々
に
変
え
て
い
く
た
め

に
私
た
ち
の
か
た
ら
い
会
（
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
）
で
は
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
考

え
た
と
き
、
当
会
で
も
無
理
な
く
で
き

る
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
地
域
の
パ

ト
ロ
ー
ル
及
び
子
ど
も
の
通
学
路
見
守

り
活
動
が
身
近
な
地
域
で
支
え
合
い
の

取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
内
容
と
し
て
、

○
地
域
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、

防
犯
啓
蒙
活
動
と
子
ど
も
見
守
り
活
動

①
地
域
内
の
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

　

を
見
守
り
活
動
と
と
も
に
週
一
回
程

　

度
実
施
す
る

　

折
り
紙
サ
ー
ク
ル
は
会
員
講
師
の
指

導
で
季
節
ご
と
の
花
の
折
り
紙
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
上
手
に

折
れ
な
く
、
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
の

で
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
が
、
見
よ
う

見
ま
ね
や
折
り
方
を
聞
い
た
り
し
て
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
折
り
紙
は

友
愛
活
動
の
一
環
と
し
て
福
祉
施
設
へ

の
寄
贈
や
訪
問
対
象
者
へ
の
手
土
産
な

ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
私
た

ち
の
活
動
を
聞
き
つ
け
た
親
子
や
男
性

な
ど
も
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
会
員

皆
で
集
ま
り
体
を
動
か
し
、
お
し
ゃ
べ

り
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
楽
し

く
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
地
域
参

加
だ
け
で
な
く
活
動
Ｐ
Ｒ
や
会
員
増
強

に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン 「ちょっとだけ」 ちょっとで済まない 飲酒事故

静岡県老人クラブ連合会指定業者

13,900円（税込）
14,500円（税込）
14,500円（税込）

期間：平成27年1～3月〔観光バス代・宿泊代（1泊2食）・昼食代（1回）・見学代・酒1本付き・カラオケサービス・旅行保険代〕

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・武田正憲）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
054（237）7988

快適バスで行ける

静岡県老人クラブ連合会 指定業者
〒410-2322 静岡県伊豆の国市吉田153-1 アピタ大仁店2F 静岡県知事登録第2-544号 旅行業務取扱管理者 海瀬紀子

伊豆長岡温泉 ニュー八景園堂ヶ島温泉 海辺のかくれ湯 清 流
1泊3食
宴会時カラオケ
サービス・酒1本付

1泊3食
宴会時カラオケ
サービス・酒1本付

10,500円9,800円～

『とっておきの宿』特選旅館予約センター『とっておきの宿』特選旅館予約センター

三河めぐり（竹島・ガン封じ寺）

のんびり吉良

（例） 

※東名代別途

西部地区（大井川以西）
中部地区（大井川～富士川）
東部地区（富士川以東）

（20名様以上）
1名様と

（吉良 竜宮ホテル）

TEL.0558-75-5200

子
ど
も
見
守
り
・
地
域
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
ふ
じ
え
だ
連
合
会　

瀬
古
3
か
た
ら
い
会　

髙
林　

純
一

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

会員による地域安全・安心パトロール活動　地域貢献
だけでなく、シニアの生きがいづくりにも役立ちます

折り紙サークルで仲間づくり　若い親子の
参加もあり、世代間交流が広がっています

児童の登下校時には
見守り活動も行っています
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介護保険課のホームページアドレス
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/index.html

いのち輝き、笑顔あふれる社会を。
静岡県健康福祉部

特別養護老人ホーム （特養） の重点化
 ～特養への新規入所を原則要介護３以上に限定～

　今回の制度改正により、低所得の方について保険料の軽
減が拡充されます。また、高齢化の更なる進展に伴う介護費
用の増加が見込まれる中で、介護保険制度の持続可能性を
高めるとともに、保険料の上昇をできる限り抑えるため、所
得や資産のある方について、利用者負担が見直されます。

　給付費（介護費用から自己負担分を除いたもの）は、その
半分を公費で負担していますが、さらに公費の負担を増やす
ことにより、低所得の方の保険料の軽減割合が拡大されます。
軽減対象は、市町村民税の非課税世帯の方です。

　これまで一律1割としていた利用者負担割合ですが、一定以上の所得がある方は
2割の負担になります。

　住民税非課税世帯の施設利用者に係る食費・居住費の補助（補足給付）について、一
定額を超える預貯金がある場合や配偶者が課税されている場合は対象外になります。
また、支給段階の判定に当たり、非課税年金（遺族年金・障害年金）が勘案されます。

《「特養」はどんなところ?》
　寝たきりや認知症の方など、日
常生活上、常に介護が必要で、自
宅では生活が困難な方が利用し
ます。施設では、食事・入浴など
の日常生活上の介護や健康管理
を行います。 現在の制度では、要
介護1以上の方が利用できます。

【参考:要介護1・2であっても特養への入所が必要と考えられる場合（詳細については今後検討）】
　・知的障害・精神障害等も伴って、地域での安定した生活を続けることが困難
　・家族等による虐待が深刻であり、心身の安全・安心の確保が不可欠
　・認知症高齢者であり、常時の適切な見守り・介護が必要

　この度の介護保険法の改正により、平成27年度から、原則、特養への新規入所者が、
要介護3以上の高齢者に限定されます。これにより、在宅での生活が困難な中重度の
要介護者を支える施設としての機能に重点化されます（ただし、既入所者は除きます）。

　他方で、軽度（要介護1・2）の要介護者について、やむを得ない事情により、特養
以外での生活が著しく困難であると認められる場合には、市町の関与の下、特例的
に、入所が認められます。

介護保険制度の利用については、お住まいの市町村又は地域包括支援センターにご相談ください。

費用負担の公平化

①特養への新規入居者が、要介護３以上に。

②要介護１・２でも認められる場合があります。

③食費・居住費の補助の要件に資産などを追加

②一定以上の所得のある利用者の自己負担を引き上げ

①低所得の方の保険料の軽減割合を拡大

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン 外 出 は  明 る い 笑 顔 と  反 射 材
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　皆さんが納める保険料は、国や県・市町が負担している公費とあわせて
介護保険制度を健全に運営していくための、大切な財源となっています。

介護保険料の納付に、ご理解とご協力をお願いします！

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター
「ちゃっぴー」

　介護保険制度は、介護が必要になった人を社会全体で支えようと
する制度です。皆さんの納める介護保険料や利用料、国・県・市町村の
負担金を基に、「市町村」が保険者となって制度を運営しています。
　平成27年4月以降、介護保険制度の改正が順次行われます。
今回は主な改正内容について、 簡単に説明します。

要支援者の人が使うホームヘルプサービス（訪問介護）、デイサービス（通所介護）が、
平成29年度末までに段階的に、市町の実施する地域支援事業に移行します。

既存の介護事業所による既存のサービスに加えて、NPO、民間企業、ボランティア　
など地域住民の力を活用した多様な生活支援サービスが提供されます。

地域支援事業では、高齢者もサービスの担い手として期待されています。また、高齢者が社会参
加し、社会的役割をもつことは、担い手自身の生きがいや介護予防の効果も期待されています。

 より地域で支えて
いくしくみになる
んだね！高齢者の
方にも、サービスを
受けるだけでなく
担い手として活躍
してほしいね!

要支援者(要支援1及び2の方)の訪問介護、
通所介護サービスの地域支援事業への移行

既存の介護事業所による身体介護・生活援助の訪問介護

NPO、民間事業所等による掃除・洗濯等のサービス

住民ボランティアによるゴミ出し等のサービス

既存の介護事業所による機能訓練等の通所介護

NPO、民間事業所等によるミニデイサービス

コミュニティサロン、住民主体の運動・交流の場

リハビリ、栄養、口腔ケア等の専門職等が関与する教室

専門的なサービスを必要とする
人には専門的なサービスを提供

多様な担い手による
多様なサービス

・サービスを利用しながら地域との
 つながりを維持
・能力に応じた柔軟な支援により、
 介護サービスからの自立意欲が向上

介護予防・生活支援の充実
・住民主体で参加しやすく、地域に根ざした介護予防活動の推進
・見守り等生活支援の担い手として、生きがいと役割づくりによる互助の推進

①市町が地域の実情に応じて効果的かつ効率的にサービスを提供できるように変わります。

②新たな《担い手》による多様なサービスの提供もできるようになります。

③皆さんも《社会参加》してみませんか。

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

非
該
当

要支援者

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン シートベルト 締めれば安全 家族は安心
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◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

幸こ
う
だ
れ
い
こ

田
麗
子
先
生

　
　
　

静
岡
県
歌
人
協
会
・
名
誉
会
員

　

俳
句　

仲な
か
だ
と
う
し
ゃ

田
藤
車
先
生

　
　
　

静
岡
県
俳
句
協
会
・
理
事

　

川
柳　

倉く
ら
は
し橋　

宏
ひ
ろ
し

先
生

　
　
　

静
岡
県
川
柳
協
会
・
会
長

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

　
　

投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
原
稿
の
締
切

　
　

平
成
27
年
2
月
28
日
（
土
）

老
い
の
身
を
癒
し
続
け
る
半
夏
生
花
瓶
の

底
に
白
き
根
の
見
ゆ

浜
松
市　

北
区　

島
津
き
よ
子

（
評
）
ど
く
だ
み
科
の
半
夏
生
は
、
や
は

り
生
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
の
か
、
或
い
は

精
神
的
な
癒
や
し
を
言
っ
て
い
る
の
か
判

ら
な
い
が
、
こ
の
植
物
を
い
つ
も
身
近
に

し
て
心
を
寄
せ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
花
瓶
に
挿
さ
れ
な
が
ら
も
根
を
出
す

そ
の
生
命
力
に
作
者
は
励
ま
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

兵
隊
に
父
と
ら
れ
し
も
母
強
く
わ
れ
ら
七

人
丸
く
育
て
し

藤
枝
市　

大
石　

き
よ

（
評
）
忘
れ
ら
れ
な
い
大
変
な
時
代
で
あ
っ

た
。
ど
の
家
で
も
子
ど
も
が
多
く
、
物
資

の
乏
し
い
生
活
を
母
た
ち
は
懸
命
に
守
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
出
兵
兵
士
の
留
守

宅
と
な
れ
ば
。
そ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
り

な
が
ら
、
揃
っ
て
円
満
に
育
て
て
く
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
。

あ
ま
り
に
も
皺
と
白
髪
が
増
え
ま
し
た
黄

泉
路
の
逢
瀬
見
間
違
ふ
や
と

島
田
市　

有
賀　

美
代

（
評
）
盂
蘭
盆
の
朝
、
迎
え
火
を
焚
き
な

が
ら
夫
を
思
う
三
首
中
の
一
首
。
結
句

の
「
見
間
違
ふ
や
と
」
の
次
に
、
ひ
た
す

ら
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
相
聞
歌
で
あ

る
。

身
に
叶
ふ
優
し
き
加
齢
を
夢
見
し
も
騒
が

し
き
も
の
生
き
ゆ
く
こ
と
は

浜
松
市　

浜
北
区　

辻　

ま
さ

（
評
）
美
し
く
老
い
た
い
、
と
は
誰
も
が

思
う
こ
と
。
作
者
は
「
身
に
叶
ふ
」
と
実

に
慎
ま
し
や
か
な
願
い
を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、

身
辺
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
下
句

は
諦
観
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
老
い
を
生

き
る
と
い
う
自
覚
で
あ
ろ
う
。

陽
の
落
ち
し
水
撒
く
庭
に
立
ち
く
る
は
埃

と
日
照
り
の
溶
け
合
ふ
匂
ひ

浜
松
市　

南
区　

鈴
木　

寿
子

に
ち
に
ち
の
散
歩
は
犬
に
引
か
さ
れ
て
夏

よ
り
熱
い
絆
生
ま
れ
る

周
智
郡
森
町　

佐
藤　

正
巳

前
か
ご
の
葉
書
一
枚
と
ば
ぬ
よ
う
い
ち
ば

ん
底
に
し
自
転
車
を
こ
ぐ

磐
田
市　

佐
藤　

ち
づ

シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
の
記
事
読
む
夫
は
戦
友

偲
び
繰
り
返
し
読
む湖

西
市　

柴
田　

幸
枝

梅
雨
晴
れ
て
静
か
に
暮
れ
る
山
あ
い
に
郭

公
の
声
遠
く
聞
こ
え
る

御
殿
場
市　

大
石
の
ぶ
子

土
用
の
日
孫
差
し
入
れ
の
鰻
重
を
喜
び
食

す
恵
比
寿
顔
し
て

富
士
市　

稲
葉　

治
子

全
集
の
カ
バ
ー
色
褪
せ
鴎
外
忌

袋
井
市　

安
西
と
き
わ

（
評
）
森
鴎
外
、
本
名
森
林
太
郎
は
軍
医
、

小
説
家
、
詩
人
、
劇
作
家
、
翻
訳
家
、
評

論
家
と
し
て
そ
の
多
才
ぶ
り
を
発
揮
し

て
、
大
正
11
年
7
月
9
日
に
60
歳
で
没
し

た
。
安
西
と
き
わ
さ
ん
は
そ
の
全
集
を
宝

と
し
て
所
持
し
て
お
ら
れ
、
そ
う
し
て
革

の
カ
バ
ー
を
眺
め
つ
つ
こ
れ
を
手
に
入
れ

た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
句
と
想
像
で

き
る
。

二
度
と
来
ぬ
米
寿
の
夏
も
終
り
た
り

御
前
崎
市　

大
澤
円
太
郎

（
評
）
こ
の
夏
88
歳
の
誕
生
日
に
家
族
か

ら
祝
わ
れ
、
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
日
が
経
つ
と
、
か
え
っ
て
寂

し
く
な
っ
て
き
た
。
あ
と
何
年
こ
の
世
に

と
ど
ま
れ
る
か
と
。
同
年
配
の
評
者
に
は

身
に
つ
ま
さ
れ
る
句
で
あ
り
、「
二
度
と

来
ぬ
」
の
語
に
、
秘
め
ら
れ
た
気
持
ち
が

こ
も
り
感
銘
を
受
け
る
。

名
月
や
浜
名
の
橋
の
影
照
ら
す

浜
松
市
西
区　

柴
田　

正
雄

（
評
）
浜
名
湖
上
に
架
け
ら
れ
た
橋
、

十
五
夜
の
名
月
の
夜
出
掛
け
て
、
こ
の
句

を
生
み
得
た
。
橋
の
影
が
湖
上
に
浮
か
び

照
ら
さ
れ
て
い
た
。
幽
玄
な
写
生
句
で
、

浜
松
在
住
の
方
ら
し
い
佳
句
。

天
空
へ
つ
な
が
る
棚
田
さ
み
だ
る
る

富
士
市　

渡
部　

和
夫

（
評
）
階
段
状
に
作
ら
れ
て
い
る
水
田
、

こ
の
句
は
そ
の
麓
か
ら
眺
め
た
句
。「
さ

み
だ
る
る
」は「
梅
雨
」の
降
る
こ
と
。「
天

空
へ
つ
な
が
る
」
と
い
う
把
握
は
非
凡
。

こ
の
語
に
よ
っ
て
秀
句
と
な
っ
た
。

ひ
い
孫
の
名
を
連
ね
た
る
賀
状
く
る

静
岡
市
葵
区　

遠
藤　

昭
二

の
ど
け
し
や
内
定
通
知
仏
壇
に

藤
枝
市　

大
石　

き
よ

四
世
代
同
居
で
学
ぶ
和
の
笑
顔

袋
井
市　

鈴
木
三
枝
子

（
評
）
一
見
裕
福
に
見
え
る
今
日
、
核
家

族
化
が
進
み
、
独
居
老
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
四
世
代
同
居
さ

れ
て
い
る
と
は
、
ま
さ
に
驚
き
で
す
。
お

子
さ
ん
は
、
両
親
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

し
て
も
ら
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
お
年
寄
り

は
、
子
ど
も
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
、
一

緒
に
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
し
て
く
れ
ま

す
。
一
家
団
欒
の
ご
家
庭
に
は
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

脇
役
に
徹
し
切
れ
ず
に
口
が
出
る

袋
井
市　

鈴
木　

み
よ

（
評
）
他
人
の
言
動
や
す
る
こ
と
が
、
じ

れ
っ
た
く
て
見
て
い
ら
れ
な
く
て
、
口
に

出
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
適
度
に
、
自

分
の
思
っ
た
こ
と
を
口
に
す
る
こ
と
も
大

事
で
す
。

米
寿
過
ぎ
百
の
山
へ
と
杖
を
突
く

浜
松
市　

西
区　

柴
田　

正
雄

（
評
）
希
望
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
遣
り

甲
斐
が
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命
は
世
界
一

で
す
。
米
寿
は
ま
だ
若
い
若
い
。

親
馬
鹿
と
承
知
し
な
が
ら
世
話
を
焼
く

静
岡
市　

葵
区　

遠
藤　

昭
二

カ
タ
カ
ナ
の
花
の
名
前
を
す
ぐ
忘
れ

沼
津
市　

塩
崎　

史
子

敬
老
の
一
日
だ
け
は
感
謝
さ
れ

磐
田
市　

大
場　

一
郎

紫
陽
花
が
梅
雨
の
晴
れ
間
に
彩
を
変
え

静
岡
市　

清
水
区　

杉
山　

保
司

遺
言
状
仕
舞
っ
て
傘
寿
ジ
ム
通
い

裾
野
市　

山
口　

武
夫

暑
き
夜
を
目
覚
め
て
妻
と
話
し
を
り

藤
枝
市　

大
石　

容
一

新
盆
や
母
の
抽
斗
そ
の
ま
ま
に

磐
田
市　

大
磯　

勇

梅
雨
明
け
や
ホ
ー
ム
の
長
き
海
の
駅

藤
枝
市　

首
藤
み
ね
子

母
の
日
や
大
皿
に
盛
る
笹
団
子

浜
松
市
西
区　

田
中
ハ
ツ
エ

新
緑
や
峠
の
茶
屋
の
織
旗

浜
松
市
西
区　

田
中　

安
夫

水
遊
び
掴
ま
り
立
ち
の
児
の
笑
顔

掛
川
市　

山
下　

良
子

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン 自転車は ルールとマナーが 両輪です

短
歌
　
幸
田
　
麗
子
　
選

俳
句
　
仲
田
　
藤
車
　
選

川
柳
　
倉
橋
　
宏
　
選
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伊
豆
の
国
市　

本
田　

稔

　

会
員
増
強
の
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
休

眠
ク
ラ
ブ
復
活
ま
た
は
会
員
増
強
し
た
ク

ラ
ブ
の
事
例
を
載
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

島
田
市　

望
月　

幸
子

　

入
会
し
て
間
も
な
い
た
め
か
、
な
か
な

か
地
域
に
馴
染
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
会
報
紙
が
あ
る
と
、
ク
ラ
ブ
を
理

解
す
る
の
に
い
い
か
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

袋
井
市　

飯
田　

靖
司

　

他
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
知
り
、
大
変

励
み
に
な
り
ま
す
。
文
化
的
な
活
動
の
様

子
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

榛
原
郡
吉
田
町　

池
ヶ
谷
正
志

　

ど
の
地
域
も
会
員
が
少
な
い
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
孤
独

に
な
ら
な
い
よ
う
仲
間
づ
く
り
が
で
き
て

い
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
に

な
る
と
体
が
動
か
な
く
な
る
の
が
悩
み
で

す
ね
。

磐
田
市　

伊
藤　

弘
朗

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
書
道
、
絵
手
紙
、
編

み
物
、
花
壇
づ
く
り
（
老
人
保
健
施
設
）、

カ
ラ
オ
ケ
等
に
喜
ん
で
参
加
し
ま
す
。

　

や
は
り
年
を
取
っ
て
も
脳
の
活
性
化
に

は
動
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

浜
松
市
浜
北
区　

森
島　

い
し

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
、
毎
回
楽
し
く
拝

見
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
記

事
、
文
壇
な
ど
、
励
み
に
な
り
ま
す
。
私

も
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
時
々

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

焼
津
市　

岩
﨑　

鏡
子

　

昨
年
新
た
に
ク
ラ
ブ
に
入
会
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。『
前
向
き
に
！
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
』
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
近
所
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
絆
づ
く
り
）
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

周
智
郡
森
町　

高
柳
て
る
子

　

歳
は
と
っ
て
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
は
変

わ
ら
ず
、
何
事
に
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

体
力
が
続
く
限
り
頑
張
り
ま
す
。

磐
田
市　

島
子
準
太
郎

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
、
初
め
て
ゆ
っ
く

り
拝
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
が

関
心
の
あ
る
健
康
に
つ
い
て
、
シ
ニ
ア
が

よ
く
関
係
す
る
病
気
に
つ
い
て
の
予
防
方

法
な
ど
、
科
目
別
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
掲

載
を
し
て
い
た
だ
く
と
良
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。駿

東
郡
清
水
町　

久
保
田
美
代
子

　

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

元
気
で
輝
い
て
い
て
、
置
い
て
い
か
れ
そ

う
で
、
私
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

旅
行
が
好
き
な
の
で
、
ど
こ
か
県
内
の

近
場
で
素
敵
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
紹
介
頂
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

焼
津
市　

亀
山　

錯
男

　

前
号
最
終
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
、「
話
す
、

読
む
、
書
く
、
笑
う
の
四
句
を
」
を
読
み
、

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
日
々
実
行
し

て
皆
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

菊
川
市　

伊
藤
美
恵
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
、
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
記
事
を
読
む
と
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
な
活
動
を
行
い
、
頑

張
っ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
も
定
例
会
に
は
毎
回
出
席
し
、
地

域
で
の
ふ
れ
あ
い
、
活
動
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
よ
り
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

三
島
市　

酒
井　

彰　

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
拝
読
し
て
、
各

地
で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
も
市
老
連
の
役
員
を
し
て
い
た
時
、

会
員
の
増
強
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

へ
の
加
入
者
が
多
く
助
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
市
老
連
の
仲
間
を

通
じ
て
、
少
し
で
も
社
会
貢
献
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湖
西
市　

児
島　

繁
樹

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
文
壇
を
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
作
品
も
世
相
を
反
映
し
て

い
て
、
ま
た
選
者
の
講
評
も
と
て
も
面
白

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
9
月
27
日
土
曜
日
は
、

御
嶽
山
噴
火
災
害
の
恐
ろ
し
い
日
で

す
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
惨
状
は
何

と
表
現
し
て
よ
い
か
、
身
も
切
ら
れ

る
よ
う
な
想
い
で
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
日
か
ら
自
衛
隊
、
消

防
、
警
察
に
よ
る
捜
索
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

泥
の
山
と
化
し
た
岩
山
を
杖
で

探
っ
た
り
、
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ

し
た
り
し
て
の
捜
索
活
動
。
二
次
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
中
、
自
分
の
身
の

危
険
も
省
み
ず
捜
索
活
動
に
一
生
懸

命
打
ち
込
ん
で
い
る
様
子
に
、
私
も

手
を
握
り
し
め
て
テ
レ
ビ
に
釘
付
け

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
日
一
人
、
次
の
日
は
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
ず
、
と
捜
索
活
動
が
進

み
、
毎
日
胸
の
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
日
々
の
中
で
二
度
の
台
風
通
過

が
あ
り
ま
し
た
。
悪
戦
苦
闘
の
捜
索

活
動
の
末
、
57
名
の
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
発
見
さ
れ
家
族
の
元
に
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
積
雪
と
い
う
ど
う

に
も
な
ら
な
い
天
候
に
よ
り
、
6
名

の
行
方
不
明
の
方
を
残
し
な
が
ら
捜

索
活
動
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
19
日
間
の
決
死
の

捜
索
活
動
を
断
腸
の
思
い
で
決
断
さ

れ
た
方
の
心
は
ど
れ
ほ
ど
か
と
お
察

し
致
し
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
嶽
山
噴
火
災
害
に
思
う

　
　
　 

浜
松
市
中
区
　
大
友
　
英
子

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン あんぜんを つくるまほうが みぎひだり
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
は
、
平
成
26
年
10
月

11
日
（
土
）
～
12
日
（
日
）
に
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ

静
岡
（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
し
ず
お
か

元
気
応
援
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」
に
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
中
部
地
区
の
女
性
委
員
の
協
力

で
「
昔
あ
そ
び
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
し

た
子
供
た
ち
や
、そ
の
父
母
と
「
折
り
紙
」「
け

ん
だ
ま
」「
輪
投
げ
」
等
を
通
じ
て
世
代
間
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
特
設
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
小
池
幸
子
先
生
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
、

県
内
8
市
町
、
約
２
０
０

名
の
参
加
協
力
を
得
た
、

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ダ
ン
ス
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
も
な
く
、
会
場
に

は
、
前
年
を
上
回
る
、
2
日
間
で
約
5
万
人
の

来
場
者
が
あ
り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

個人戦（赤組）
優　勝 鎌田要之助（磐田市）
準優勝 棚　行男　（湖西市）
第３位 山口　勝巳（静岡市清水区）

個人戦（白組）
優　勝 鈴木　加三（牧之原市）
準優勝 鎌田　悦子（磐田市）
第３位 及川　正三（御殿場市）

個人戦（青組）
優　勝 植松　林作（裾野市）
準優勝 羽田　篤　（島田市）
第３位 高田　忠良（川根本町）

チーム対抗戦
優　勝 御前崎市老人クラブ連合会Ａ

準優勝 島田市いきいきクラブ連合会Ａ
元宮の会

第３位 森町シニアクラブ連合会Ａ
第４位 御前崎市老人クラブ連合会Ｂ
第５位 さわやかクラブふじえだ連合会Ａ

個人戦
優　勝 赤堀　孫司（御前崎市）
準優勝 榊原　繁雄（森町）
第３位 中山　孝一（浜松市）
第４位 馬渕　五男（浜松市）
第５位 加藤　市郎（森町）

市町連合会対抗戦
◇優　勝 さわやかクラブやいづ連合会
◇準優勝 御前崎市老人クラブ連合会
◇第３位 牧之原市老人クラブ連合会

平成 27 年度 全国交通安全
年間スローガン ルールむし しん号むしは わるいむし

レ
ク
ダ
ン
ス
で
元
気
に
交
流
!!

　
　

し
ず
お
か
元
気
応
援
フ
ェ
ア
２
０
１
４
に
参
加

目指すは優勝 !!  各市町選抜選手による熱戦が展開されました

クロスワードパズル1 3

55

6

7

2

44

第 12 回シニアクラブ静岡県
グラウンド・ゴルフ大会

11月7日（金）　川越広場島田グラウンド・ゴルフ場

第 3 回シニアクラブ静岡県輪投げ大会

12月5日（金）　焼津市総合体育館（シーガルドーム）
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沼
津
の
偉
人
　
白
隠
さ
ん

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今ぶ
ら
り
散
歩
と
長
い
歴
史
に
ふ
れ
る
旅

「
恐
る
べ
し
中
国
の
膨
張
と
日
本
の
縮
減
」

　
　
　
　
　
日
本
茶
業
中
央
会
会
長
　
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
　
榛
村
　
純
一

　

昨
年
の
晩
秋
、
四
年
ぶ
り
に
北
京

市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
用
件
は
第

６
回
、
中
日
国
際
二
宮
尊
徳
学
会
に

出
席
す
る
た
め
で
す
。
場
所
は
文
科

系
の
北
京
大
学
と
双
璧
を
な
す
理
工

系
の
清
華
大
学
の
特
別
教
室
で
し

た
。
胡
錦
濤
も
習
近
平
も
こ
の
大
学

の
卒
業
生
で
す
。

　

国
際
二
宮
尊
徳
学
会
は
２
０
０
２

年
、
北
京
大
学
の
日
本
文
化
研
究
所

と
合
意
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
第
２
回
は
東
京
青
年
館
で

開
か
れ
、第
３
回
が
大
連
民
族
学
院
、

第
４
回
は
上
海
華
東
理
工
大
学
、
第

５
回
が
京
都
産
業
大
学
で
開
か
れ
ま

し
た
。
四
年
ぶ
り
と
い
う
の
は
、
尖

閣
領
有
や
靖
国
参
拝
問
題
で
日
中
関

係
が
凍
結
し
、
文
化
・
観
光
の
つ
き

合
い
さ
え
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
す
。

　

今
、
中
国
は
四
重
苦
に
陥
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
ま
す
。四
重
苦
と
は
１
．

大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
な
ど
環
境
破

壊
、
２
．
不
動
産
バ
ブ
ル
崩
壊
や
格

差
拡
大
、３
．
汚
職
、賄
賂
、腐
敗
、４
．

少
数
民
族
内
乱
、テ
ロ
化
の
四
つ
で
す
。

　

第
１
回
の
北
京
大
学
で
の
主
賓
は
、

毛
沢
東
や
周
恩
来
が
日
本
の
田
中
角
栄

氏
な
ど
首
相
級
の
人
と
会
談
す
る
時
、

通
訳
を
よ
く
や
っ
た
日
本
通
の
元
文
部

次
官
の
劉
徳
有
先
生
で
し
た
。
そ
の
時

の
祝
辞
は
以
下
の
通
り
で
「
毛
沢
東
が

言
っ
た
よ
う
に
、
世
の
中
に
あ
る
三
大

差
別
、
即
ち
都
市
と
農
村
、
工
業
と
農

業
、
頭
脳
労
働
と
肉
体
労
働
の
三
つ
の

格
差
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
平
和
な

世
は
来
な
い
の
で
、
格
差
に
挑
戦
し
た

二
宮
金
次
郎
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
に

と
っ
て
大
事
な
テ
ー
マ
を
与
え
る
も
の

で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

何
故
な
ら
今
の
中
国
は
、
社
会
主
義
市

場
経
済
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
行
き

過
ぎ
て
、
ゼ
ニ
、
ゼ
ニ
の
市
場
主
義
世

界
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
か

ら
で
す
。
そ
の
例
を
北
京
の
住
宅
事
情

に
と
れ
ば
、
豪
邸
に
は
最
高
幹
部
が
住

み
、
次
の
ク
ラ
ス
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
み
、３
番
目
の
階
層
は
ア
パ
ー
ト
、

最
下
層
は
長
屋
住
ま
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
日
本
の
方
が
ず
っ
と
格
差
が

少
な
く
て
社
会
主
義
的
で
す
。
し
か

し
中
国
は
恐
る
べ
し
で
す
。
何
し
ろ

人
口
が
13
億
５
千
万
人
、
無
戸
籍
人

口
が
１
億
５
千
万
人
で
、
合
計
15
億

人
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
お
茶
の
年

産
量
だ
け
で
も
中
国
は
１
９
０
万
ト

ン
で
、
日
本
の
８
万
ト
ン
の
23
倍
で

す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
規
模
が
ま
だ

毎
年
７
～
８
％
成
長
を
続
け
、
そ
れ

を
割
る
と
失
速
し
世
界
不
況
の
引
き

金
に
な
る
と
い
う
く
ら
い
膨
張
し
た

の
で
す
。

　

日
本
は
今
年
こ
そ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
が
正
念
場
を
迎
え
る
わ
け
で
、
人

口
減
や
地
方
衰
退
で
シ
ュ
リ
ン
キ
ン

グ
社
会
（
縮
減
社
会
）
に
陥
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
中
国
に
技
術
と
環
境

と
倫
理
性
で
勝
ち
、
よ
り
よ
き
地
方

創
生
の
道
を
見
出
す
年
に
し
た
い
所

で
す
。
そ
の
た
め
に
日
中
両
国
に

と
っ
て
経
済
と
道
徳
の
調
和
が
必
要

で
、
今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
「
徳
」
と

は
何
か
が
尊
徳
学
会
の
主
要
テ
ー
マ

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
「
駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ

あ
り
、
富
士
の
お
山
に
原
の
白
隠
」
と

う
た
わ
れ
た
白
隠
禅
師
は
、
臨
済
宗
中

興
の
祖
と
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
隠
禅
師
は
貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享

二
年（
一
六
八
五

年
）
駿
河
国
原
宿
（
現
在
の
沼
津
市
原
）

で
生
ま
れ
、
熱
心
な
法
華
の
信
徒
で
あ

る
母
の
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
寺
で
聞
い
た
説
法
に
登
場

す
る
地
獄
の
光
景
が
頭
か
ら
離
れ
ず
泣

き
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
地

獄
か
ら
救
わ
れ
る
方
法
を
求
め
、
柳
沢

の
八
畳
石
や
赤
野
観
音
堂
で
修
行
に
励

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
獄
に
対

す
る
恐
怖
は
白
隠
禅
師
の
生
涯
に
影
響

を
与
え
、出
家
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
五
歳
の
時
に
松
蔭
寺
で
出
家
し
、

単
嶺
和
尚
か
ら
「
慧え
か
く鶴
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
十
九
歳
よ
り
諸
国
を
修
行

し
、
信
州
飯
山
の
正
受
庵
の
正
受
老
人

か
ら
厳
し
い
指
導
を
受
け
た
後
に
悟
り

を
開
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
松
蔭
寺
に
戻
り
住
職
と
な

り
、
三
十
四
歳
で
道
号
を
「
白
隠
」
と

名
乗
り
ま
す
。
平
易
な
言
葉
や
書
画
を

用
い
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
教
え
を
説

い
た
こ
と
で
、
東
海
道
を
往
来
す
る
大

名
や
武
士
、
在
家
の
人
々
も
教
え
を
求

め
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
隠
禅
師
は
約
五
十
年
間
、
原
の
地

を
拠
点
に
教
え
を
説
き
続
け
、
そ
の
姿

を
慕
い
修
行
僧
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
名
声
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
明

和
五
年
（
一
七
六
八
年
）
十
二
月
十
一

日
、
八
十
四
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

松
蔭
寺
の
境
内
に
は
、
諸
国
か
ら
訪
れ

た
多
く
の
修
行
僧
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に

白
隠
禅
師
の
墓
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

五
百
年
に
一
人
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

高
僧
で
す
。
今
で
も
郷
土
が
産
ん
だ
偉

人
と
し
て
原
小
学
校
の
校
歌
に
「
富
士

を
仰
げ
ば
胸
は
鳴
る　

白
隠
禅
師
の
も

の
が
た
り　

日
毎
に
ひ
ら
け
ゆ
く
里

よ
・
・
・
」
と
子
供
た
ち
が
歌
い
、
崇

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

松
蔭
寺
に
は
、
白
隠
禅
師
の
描
い
た

観
音
や
達
磨
な
ど
が
多
数
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
山
門
（
表
門
）
は
白
隠
禅
師

創
建
と
伝
え
ら
れ
、
特
徴
は
柳
沢
産

の
石
瓦
葺
で
裏
表
合
わ
せ
て
百
八
枚

（
百
八
煩
悩
）
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

松
蔭
寺
は
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
す
こ
や
か
沼
津 

浅
沼
恵
美
子 

記
）

【
所
在
地
】
沼
津
市
原
１
２
８

【
ア
ク
セ
ス
】
Ｊ
Ｒ
原
駅
よ
り
東
に

　
　
　
　
　
　

旧
東
海
道
を
徒
歩
5
分

白 隠 禅 師 像

松 蔭 寺 山 門


